
特別史跡 西都原古墳群発掘調査報告書 第 4集

Iぎる

西 都 原 171号 墳

(第■分冊)

平成 15年 3月

宮崎県教育委員会



繕別史跡 西都原古墳群発揺調査報告書 第 4集

ぼるさい

西 都 原 17
(第 1分冊)

1号 墳

平成 15年 3月

宮崎県教育委員会



宮崎県教育委員会では、平成 7年度から、文化庁の「地方拠点史跡等

総合整備事業 (歴史ロマン再生事業)」 による助成を得て、西都原古墳

群の新たな整備を進めております。

171号墳については、平成10年度から12年度にかけて発掘調査を行い、

整備の基礎となる貴重な資料を得ることができました。本書は、同調査

によって得られた様々な成果について報告するものです。

この報告書が、学術研究においてはもちろん、学校教育や生涯学習の

場においても活用され、遺跡や文化財に関する理解を深める一助となる

ことを期待いたします。

本事業を進めるにあたり、御理解・御協力を賜った地元住民の方々を

はじめ、指導委員会の先生方や各関係の皆様に対し、哀心よりお礼申し上

げます。

平成 15年 3月

宮崎県教育委員会
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例  言

1 本書は、文化庁の「地方棚点史跡等総合整備事業 (歴史ロマン再生事

業)」 による助成を得て、平成 10年度から平成 12年度にかけて発掘調査

を実施した西都原 171号墳の発掘調査報告書の第 1分冊である。本書では、

大正時代の調査概要 と墳丘及び周溝について報告 し、遺物等については

第 2分冊で報告する予定である。なお、墳丘整備についても別途報告予

定である。

2 発掘調査は宮崎県教育委員会文化課が行い、整理作業については宮崎県

埋蔵文化財センターにおいて実施 した。

3 現地調査における図面作成は、松林豊樹、高橋誠、大原一彦、小守容子

が主に行い、一部 ④ジパングサーベイに委託した。

4 墳丘の葺石測量及び周辺地形測量は、蜘村上測量に委託 した。

5 現地調査における写真撮影は、松林豊樹、高橋誠、東憲章が行い、空中

写真撮影は、佛スカイ・サーベイ、lkl九州航空に委託 した。

6 本書に使用 した図面の製図は、松林豊樹が行った。

7 本書に使用 した写真の一部は、京都大学考古学研究室の御厚意により掲

載 した。

8 本書の執筆は松林豊樹が行った。

9 調査に伴って作成 した図面 。写真等の記録類は、宮崎県文化課及び宮崎

県埋蔵文化財センターで保管 している。なお、出土 した遺物は、宮崎県埋

蔵文化財センターで保管 し、現在整理中である。
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第 I章 は じめ に

第 1節 調査に至る経緯

西都原古墳群は、宮崎県の中央部に位置する西都市大字三宅に在り、標高60m前後の洪積台地上を

中心として分布する総数300基 を超える大古墳群である。

本古墳群では、大正年間に我が国初の本格的な古墳発掘調査が実施され、日本考古学史上に残る大き

な成果を上げている(1)。 その後、昭和 9(1934)年 には国の史跡、昭和27(1952)年 には特別史跡

として指定され、昭和44(1969)年 から全国に先駆けた「風土記の丘」整備事業が行われた (2)。 こ

れらの整備によって、周辺景観に調和した秀麗な史跡として高い評価を得てきた反面、大正年間の調査

以降、数基の地下式横穴墓に関する調査しか行われていなかったことから、古墳群の歴史的な解明や理

解、それに根差した文化的・教育的活用については、脆弱さが指摘されてきた。

宮崎県教育委員会では、こうした時代の要請に応じた西都原古墳群の在るべき姿を検討するため、平

成 5(1993)年 に「西都原古墳群保存整備検討委員会」を設置した。2カ 年にわたる検討結果は平成

6(1994)年 に『西都原古墳群保存整備活用に関する基本計画』としてまとめられ、新たな史跡整備

の実施に向けた準備を整えた。そして、平成 7(1995)年度から国の補助事業「大規模遺跡等総合整

備事業 (古代ロマン再生事業)が新設されたことを受けて、西都原古墳群の保存整備事業に着手するこ

ととなった (3)。

同整備事業では整備計画等に基づき、整備対象となるいくつかの古墳について事前の発掘調査を実施

している。これまでに調査を実施した古墳は、鬼の窟古墳、205号墳、13号墳、酒元ノ上横穴墓群、

171号墳、169号墳、100号墳、173号墳、167号、168号、 4号地下式横穴墓である(4)。 また、陵墓

参考地である男狭穂塚・女狭穂塚については、宮内庁の協力を得て、地方自治体としては初めての測量

調査を実施した(5)ほ か、平成16年度開館予定の県立西都原考古博物館建設地に所在する西都原東遺跡

についても発掘調査を実施した。

ここに報告する171号墳については、平成10(1998)年 度から同12年度にかけて墳丘及び周辺の整

備に必要な情報を得ることを目的として調査を行い、平成12～ 13年度に整備を実施した。

第 2節 調査組織

171号墳の発掘調査は、宮崎県教育委員会が主体となり、西都原古墳群保存整備指導委員会及び文化

庁の指導のもとに実施した。なお、遺物等の整理作業については、宮崎県埋蔵文化財センターにおいて

行った。

発掘調査から報告書作成年度における調査組織は、以下のとおりである。
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委

委

西都原古墳群保存整備指導委員会

長  日 高 正 晴

員  大 琢 初 重

水 野 正 好
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柳 沢 一 男
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(平成 14年度)

新富町教育委員会、天理大学
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第 3節 調査 の概 要

171号墳の周辺は、今回の史跡整備事業による用地買収以前には造園業者が所有していたため、 造

園用の樹木が植裁されていたが、買収時に樹木が移転され、調査時点では丈の低い車が生い茂った状態

となっていた。今回の調査は、これらの草刈りを行った後、平成10～ 12年度に及ぶ、都合3カ 年に渡っ

て実施した。以下、各年度ごとにその概要を述べる。

平成10年度

調査初年度となった平成10年度は墳丘測量から着手し、墳丘の検出作業を実施した。測定点追尾法

により墳丘及び周辺地を測量した後、墳頂部のほぼ中央に中心点を定め、この中心点から墳丘の各辺に

対して直交する軸を主軸として設定した。この主軸に沿うかたちで、北東・北西面は調査区境界付近ま

で、南東・南西面は墳丘外まで及ぶ トレンチを設定し、墳丘面を確認していつた。墳丘面の検出に際し

て、墳丘斜面には葺石がみられ、 1段ロテラスには円筒埴輪が出土したことから、その認定は比較的容

易であった。各墳丘面に数本のベルトを残し、 トレンチを拡張しながら墳丘検出を進めた。南西側の墳

丘外へ続くトレンチでは周溝の存在が確認されたが、墳丘の 1段ロテラスから墳端にかけて大きく削平

されていることがわかった。南東側のトレンチでは、 1段 目斜面の葺石直下にアカホヤ火山灰層前後の

自然堆積層がみられたことから、墳丘の 1段目は地山整形であると判断された。また、南東側の墳端で

は周溝は確認されなかった。このほか、墳頂平坦面の中央部には大正時代の調査痕跡が明瞭にみられ、

その南東付近で器財埴輪片と同基底部が検出された。

平成11年度

平成11年度には前年度の作業を継続し、墳丘をほぼ全面的に検出した。墳頂片部及び 1段ロテラス

にみられた円筒埴輪、器財埴輪基底部等はすべて取り上げた。大正時代の調査坑は完掘して精査したが、

主体部等の痕跡はみられず、同調査で埋設された石碑が出土した。また、地権者のご厚意により北東主

軸 トレンチを女狭穂塚に廻るフェンス付近まで延長し、溝状遺構を確認した。この溝は、その延長上に

設定したすべてのトレンチで検出され、女狭穂塚の周堤に沿って延びていることから、女狭穂塚の周溝

であると考えられた。

年度末には墳丘 2段 目の葺石を生かし、欠落部分を復元する整備工事を実施した。

平成12年度

平成12年度には南西側の墳端付近の調査区を西コーナーヘ向かって拡張し、周溝の検出を進めたと

ころ、周溝の墳丘側法面に葺石が確認された。また、古墳整備に伴う園路整備が予定されていた墳丘南

側周辺に格子状のトレンチを設定して調査をおこなったが、遺構は確認されなかった。

整備工事は 1段目の葺石及び墳丘復元を行い、13年度に周辺の公園整備を実施した。

-3-



「

″／

♀            lP           29m

第 1図 西都原171号墳墳丘測量図 (1/400)

-4-



¬
「

‐

く
ヽ

＼

ヾ

糾 博 口 　 翌 叫 同 目 耐 国 （ “ ＼ “ 】 ８ ９

１ ９ １

| 
: 

く
|‐

＼
 
●

ヽ iド

蠍



―

第 Ⅱ章 西都原古墳群の概要

第 1節  日向地方の古墳分布

九州島の南東部に位置する宮崎県および鹿児島県東部の大隅半島を含む地域は、律令期の大隅国分国

以前には、ともに日向国として捉えられていた。本地域では、前方後円墳や円墳などの高塚古墳のほか、

横穴墓、組合式や割抜式等の石棺、地下式横穴墓、地下式板石積石室といった古墳時代墓制が、大小河

川流域に形成された平野や盆地毎に群在しており、その分布状況から、大きく以下の8地域に分けて捉

えることができる(6)(第 3図 )。

①五ケ瀬川上流域を中心とする内陸部          (西 臼杵地域)

②五ヶ瀬川・北川下流域を中心とする平野部       (廷 岡地域)

③塩見川下流域を中心とする平野部           (日 向地域)

①小丸川、一ツ瀬川、大淀川下流域を含む広義の宮崎平野部 (宮崎平野部地域)

⑤大淀川中流域の都城盆地周辺部            (都 城地域)

⑥大淀川、川内川上流域を中心とする内陸部       (西 諸県地域)

⑦広渡川下流域を中心とする平野部           (日 南地域)

①志布志湾沿岸を中心とする地域            (志 布志地域)

①の西臼杵地域には、少数の円墳、横穴墓136基、組合式石棺12基ほどが確認されている。円墳につ

いては、調査事例がないためその存在自体判然としないが、円墳であるとすれば主体部には組合式石棺

が採用されている可能性が高いと考えられる。墓制としては横穴墓の分布が卓越する地域といえる。

②の延岡地域では、10基前後の前方後円墳を含む高塚古墳約60基 と組合式石棺30基、判抜式石棺

10基、横穴墓15基が確認されているが、相対的には高塚古墳の分布が多いといえる。ただし、これま

でに調査された円墳主体部には石棺が採用されているものが多いことから、その割合を単純に判断する

ことはできない。主体部に石棺を採用する古墳が多いことは、①を含む五ヶ瀬川流域の地域的特色の 1

つといえる。

③の日向地域では、前方後円墳 1基を含む高塚古墳29基、横穴墓 7基が確認されており、全体的に

古墳の分布数が少ない地域であるが、高塚古墳の分布が主体的な地域といえる。

④の宮崎平野部地域には、100基を超える前方後円墳を含む高琢古墳約1200基、550基 を超える横穴

墓、200基 を超える地下式横穴墓が確認されている。分布する古墳数や前方後円墳の規模など、全ての

面で他の7地域を圧倒している。本地域に所在する古墳群には大規模なものが多く、高塚古墳・地下式

横穴墓・横穴墓が同一古墳群内に含まれるものもみられる。横穴墓については、その築造ピークが高塚

古墳・地下式横穴墓よりも遅れることが↓旨摘されている(7)こ とから、高塚古墳と地下式横穴墓の併存

状況を考えると、前者が主体的な地域といえよう。
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⑤の都城地域では、前方後円墳数基を含む高塚古墳約90基、100基を超える地下式横穴墓、4基の組

合式石棺墓、 1基の地下式板石積石室墓が確認されている。高塚古墳には小規模な円墳が多く、主体部

に地下式横穴墓を採用している可能性があることから、高塚古墳よりも地下式横穴墓の分布がやや優勢

な地域といえる。

⑥の西諸県地域では、数基の円墳、478基の地下式横穴墓、地下式板石積石室墓が確認されている。

数基存在する円墳も主体部に地下式横穴が採用されている可能性が高く、地下式横穴墓が主体的に分布

する地域といえる。なお、隣接する鹿児島県側の川内川流域や熊本県側の球磨川流域では、地下式横穴

墓に対する地下式板石積石室墓の分布する割合が高くなる傾向がみられる。

②の日南地域では、少数の円墳、組合式石棺が確認されているのみで、③の日向地域と同様に古墳分

布が少ない地域である。

③の志布志地域では、20基前後の前方後円墳を含む高塚古墳約200基以上、地下式横穴墓120基以上

が確認されている。高塚古墳と地下式横穴墓が混在する古墳群が多く、宮崎平野部地域に類似した在り

方を示すが、横穴墓は分布していない。

以上のように、8つ の地域ではそれぞれ特徴的な古墳時代墓制の分布状況を示すが、高塚古墳の中で

も畿内勢力との強い結びつきが予想される前方後円墳の分布に注目すると、②・③・④・⑤ o③の5地

域に約160基が分布している。その内の8割 にあたる約120基が④の宮崎平野部地域に集中しているこ

とから、宮崎平野部地域は古墳時代における日向地方の政治的中心を担った地域であった可能性が高い

と考えられる。

第 2節 宮崎平野部の古墳分布

ここでいう宮崎平野部は、児湯郡都農町から東諸県郡綾町を結ぶ九州山地と、綾町から宮崎市青島を

結ぶ南那珂山地の地形区分線及び東の日向灘に面する海岸線に囲まれた南北に長い三角形状に広がる地

域である。この地域には、前節で述べたように日向地方全域に分布する前方後円墳の約 8割が集中して

いるが、多数の前方後円墳を擁する主要古墳群は、平野部を東流する河川流域毎に大きく以下の4地域

に分布が集中している (第 4図 )。

小九川下流域を中心とする地域    (高 鍋・川南地域 )

―ツ瀬川中・下流域を中心 とする地域 (西都・新富地域 )

本庄川流域を中心とする地域    (国 富地域)

大淀川下流域を中心とする地域    (宮 崎地域)

以上の4地域に分布する主要古墳群の古墳構成は第 1表のとおりで、ここに上げた古墳群だけで、

宮崎平野部に分布する高塚古墳の70%以上を占める。

高鍋・川南地域では、小九川下流域でもその左岸に大規模な古墳群がみられる。また、この地域で

は、従来地下式横穴墓の存在は確認されていなかったが、現在行われている東九州自動車道建設に伴

う発掘調査により、小丸川右岸の牛牧古墳群内で8基が確認されている(8)。
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―
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西都 。新富地域は、宮崎平野部の中でも最も高塚古墳の分布が集中する地域である。この地域を代表

する古墳群が、一ツ瀬川右岸の西都原古墳群と左岸の祇園原古墳群である。西都原古墳群には、前期段

階の築造とみられる前方後円墳が多く、中期の男狭穂塚・女狭穂塚の登場で前方後円墳の築造はピーク

を迎え、それ以降には顕者な首長墓の築造は少ない。一方、祇園原古墳群では、後期段階に70m級の

前方後円墳が多く築造されており、西都原とは対照的な在り方を示す。

国富地域では、国富町の市街地周辺に本庄古墳群が分布している。本庄古墳群には16基の前方後円

墳が分布しており、調査例がないため判然としないが、その墳形は中期～後期的なものが多い。

宮崎地域では、大淀川を挟んで右岸側に生目古墳群、左岸側に下北方古墳群が分布している。

生目古墳群には140m級の3基 (1・ 3・ 22号)を はじめとする7基の前方後円墳があり、墳形から

前期段階の築造と考えられるものが大半を占める。下北方古墳群には4基の前方後円墳が分布し、全て

中期～後期的な墳形である。このことは、前期段階に宮崎平野部において圧倒的な権勢を誇っていた生

目勢力が衰退し、中期以降には大淀川下流域の覇権さえも下北方勢力に奪われた可能性を示唆している。

また、前述した国富地域は本地域のやや上流域にあたり、本庄古墳群の前方後円墳築造数が生目の衰退

以降に増加する傾向がみられる点も重要である。

以上、宮崎平野部の主要古墳群が分布する4つ の地域について、その概要を述べたが、日向地方の政

治的中心地であつたと考えられる本地域の中でも、西都・新富地域の古墳の在り方は、その数や規模の

上で際だつた存在である (第 1表参照)。 前期段階では宮崎地域の生目勢力には及ばないものの、複数

の首長墓系譜が存在し、中期以降の男狭穂塚 。女狭穂塚の築造から祇園原勢力が台頭する状況をみると、

西都・新富地域には古墳時代を通じて宮崎平野部を代表する有力な勢力が存在し、中期以降には畿内勢

力との深い関わりを持った政治的測点であったと考えられる。このことは、律令期の日向国府や国分寺

等が本地域に置かれたことからも想像に難くない。

第 1表 宮崎平野部の主要古墳群古墳構成

古 墳 群 名 指 定 名 称 地  域

一局 塚 古 墳
横穴墓

地下式

横穴墓総 数
前 方
後円墳 円 墳 方 墳 不 明

川 南 古 墳 群 川南古墳群 (国 ) 川南。高鍋 60 24 30 6

持 田 古 墳 群 持 田古墳群 (国 ) 川南・高鍋 85 10 75 6

茶臼原古墳群A 茶臼原古墳群 (国 ) 西都・新富 37 ９

留 35 1

西都 原 古墳 群 西都原古墳群 (特 ) 西都。新富 323 つ
０ 291 15 39

下三財 古墳 群 三財村古墳群 (県 ) 西都・新富 39 5 つ
０

つ
υ 1

祇 園原 古墳 群 新田原古墳群 (国 ) 西都。新富 190 14 174 1 8 6

山 ノ坊 古墳 群 新四原古墳群 (国 ) 西都。新富 41 6 34 1 4

下北 方古墳 群 下北方古墳群 (県 ) 宮 山奇 16 4 ９

解
? 9

生 目 古 墳 群 生 目古墳 群 (国 ) 宮 崎 34 7 ワ
ｒ

９
２ 9 15

本 庄 古 墳 群 本庄古墳群 (国 ) 国 一呂 45 16 29 ９

留 36

合  計 870 119 740 ９

留 9 44 105

-10-
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第 3節 西都原古墳群の概要

西都原古墳群は、西都市大字三宅に所在する一ッ瀬川右岸の沖積微高地 (標高20m前後)か ら西に

展開する数段の段丘面 (標高30～ 80m)上 に点在する古墳の総称である。東西2.6km、 南北4.2kmと い

う広大な分布域に、前方後円墳31基、円墳292基、方墳 1基、横穴墓15基、地下式横穴墓39基が確認

されている(9)。 この分布状況や構成する古墳の特徴等をみると、既に指摘 (10)が あるように、西都原

古墳群は小群の集合体である可能性が高い。そこで、異論もあろうが、ここでは14の小群に分ける案 (第

5図 )を提示し、以下、各群毎にその概要を述べる(11)。 なお、各小群における古墳構成は第 2表のと

おりである。

A群 (第 6図 )は、風土記の丘整備以降、第 1古墳群と呼ばれていたもので、前方後円墳 6基、円墳

82基で構成され、古墳数では14群 中最大規模である。本群に含まれる前方後円墳は、1・ 13,35,46・

56。 72号の 6基で、この内の4基 (13,35。 56・ 72号)が大正年間に発掘調査され、13号 について

は今回の事業によって再調査を実施している。群の大部分を構成する円墳については、11基 (2・ 22・

27・ 36・ 51・ 57・ 70'71・ 73・ 80。 274号 )が大正年間に調査されているが、築造時期が明らかな

ものが少なく、判然としない。しかし、小規模なものの多いことから、大半は後期段階の群集墳である

可能性が高い。前方後円墳は、調査成果や墳形から前期の築造と考えられるものがほとんどである。

B群 (第 6図)は、風土記の丘整備以降、C群 とともに第 2古墳群とよばれているが、両群の間には

小規模な谷地形 (第 3図ではわかりにくいが、92号 とその北に近接する円墳の間にある。第4図参照)

が存在することから、92号から81号までの範囲についてB群 とした。前方後円墳 6基、円墳 6基で構

成される。大正年間に調査されたのは円墳の84号のみで、 6基の前方後円墳 (81・ 83・ 88。 90・ 91・

92号)はすべて未調査であるが、前方部が低平で長い形状のものが多く、前期段階の築造である可能

性が高い。

C群 (第 6図)は、B群の北、D群の東に位置し、前方後円墳 4基、円墳19基で構成される。100号

は今回の整備事業により調査されているが、他の 3基の前方後円墳 (95,99,109号 )及び円墳は未

調査である。また、99号の西側に分布する円墳周辺では、数基の地下式横穴墓が検出され、発掘調査

されている。 4基の前方後円墳は、A・ B群に分布するものと同様に、その墳形から前期段階の築造が

予想される。

D群 (第 6図)は、従来N群 とともに第 3古墳群とよばれているが、近年西都市が実施した発掘調査

による成果や宮崎県史編纂事業に伴って作成された地形図によると、C・ N両群との間には溝状遺構が

存在する可能性が高く、この南西に開口する方形状の溝に囲まれた部分とその南に近接した3基をD群

とした。高塚古墳としては円墳52基で構成され、小規模なものが多いことから大半は後期の群集墳で

ある可能性が高い。また、Hl号の墳丘下では甲冑3を含む豊富な副葬品が出土した4号地下式横穴墓

が調査されており(12)、 周辺に分布する円墳にも地下式横穴墓を主体部に採用するものが多く存在する

可能性が高い。

E群 (第 6図)は、九州最大の前方後円墳である女狭穂塚、全国屈指の帆立貝形前方後円墳 (も しく

は造出付円墳)である男狭穂塚、両墳の陪塚とみられる169～ 171号の 5基の古墳で構成される。169

～171号は大正年間に調査され、169号 とここに報告する171号の両墳は、今回の事業により再調査が

L
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なされている。また、男狭穂塚・女狭穂塚は、陵墓参考地として現在立ち入りが制限されているが、平

成 9年に宮内庁の協力を得て、宮崎県教育委員会が墳丘の測量調査を行った。本群を構成する5基の古

墳は、すべて円筒埴輪を有することが知られており、時期的には川西編年Ⅲ期 (13)に 比定されている。

F群 (第 7図)は、E群の南西に位置し、前方後円墳 3基、円墳14基で構成される。本群内におい

ては、これまでに未指定円墳 1基が調査されており、円筒埴輸が出土している(14)。 また、今回の整備

事業に伴い、前方後円墳である173号墳の調査をおこなった。 3基の前方後円墳の墳形はそれぞれ異な

るが、いずれも前期の範疇に含まれると考えられる。

G群 (第 7図)は、F群の南東に位置し、前方後円墳 1基、円墳11基で構成される。前方後円墳とした

ものは、現在、187号 と190号 と別々の番号を付されているが、本来同一の古墳であったものが道路によっ

て分断されたものと考えられる。本群には調査された古墳は無いが、比較的規模の大きな円墳が多い。

H群 (第 8図)は、G群の南東の台地先端部付近に位置し、 6基の円墳で構成される、3カ 所に分か

れて分布しており、かなり広範囲に及ぶが、便宜上 1つの群とした。調査された古墳も無く、詳細は不

明である。

l群 (第 8,9図 )は、H群の東側の 1段低い段丘面上に位置し、前方後円墳 2基、円墳15基で構

成される。本群に分布する高塚古墳の調査事例は無いが、平成12年度に西都市が行った市営住宅建設

に伴う発掘調査により、消滅円墳の周溝 2基とその周溝から竪坑が掘り込まれた地下式横穴墓が 4基検

出されている(15)。

J群 (第 9図)は、 I群 と同一の段丘面上南側に位置し、前方後円墳 4基、円墳13基から構成される。

本群に分布する古墳にも調査例は無く、詳細不明である。

K群 (第 9図)は、」群の更に南に位置し、14群中唯一段丘下の沖積地に立地する。前方後円墳 1基、

円墳 3基で構成され、調査事例が無いことから詳細不明である。

L群 (第 10図 )は、A・ B群の東に位置し、A・ B群が分布する段丘高位の平坦面から30～ 40mほ

ど低い段丘低位平坦面上に26基の円墳が分布する。分布範囲が広 く、更に細分が可能であるが、立地

的な特徴及び前方後円墳の分布も見られないことから、ここでは 1つの小群として扱っておく。本群に

分布する高塚古墳にも調査例は無いが、平成12年度に西都市が行った区画整理事業に伴う発掘調査によっ

て、消滅円墳の周溝 2基、地下式横穴墓21基が検出されている(16)。 これ以前にも地下式横穴の発見が

あったようであり、周辺には更に多くの円墳や地下式横穴墓が存在する可能性が高い。また、上述した

21基の地下式横穴の中には、竪坑が非常に長大なものがみられ、後述するM群で確認された酒元の上

横穴墓群との関係を考える上で重要である。

M群 (第 6図)は 、A群 と谷を隔てて西に位置し、前方後円墳 1基、円墳 8基、横穴墓15基で構成

される。本群周辺で 1基の地下式横穴墓が検出されたようである(17)が、正確な位置は不明である。202

(姫塚)・ 205,207号が大正年間に調査され、205。 206号 (鬼 の窟)は今回の整備事業にともなっ

て調査されている。鬼の窟古墳は、西都原古墳群最後の首長墓と位置付けられており、現在のところ本

古墳群中唯一、主体部に横穴式石室が採用されている。また、平成 6年度には本群内で西都市が実施し

たほ場整備事業に伴う発掘調査で、西都原では初めて横穴墓群の存在が明らかとなった(18)。 この酒元

の上横穴墓群にみられる横穴墓は、墓道のつきあたりもしくは側面に玄室を掘り込むもので、玄門の手

前に不自然な浅い落ち込みを伴うものがあることから、地下式横穴墓との関連が指摘されている(19)。

生
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N群 (第 6図 )は、前述したD群の北側に位置し、前方後円墳 1基、円墳34基で構成される。前方

後円墳の265号 (船塚)が大正年間に調査されているのみで、その他の円墳は未調査である。平成H年

度に西都市教育委員会が実施した畑の天地返しに伴う発掘調査により、143号に隣接する消滅円墳の周

溝が検出されている。また、近年実施された地下レーダー探査の結果などから、本群にも地下式横穴墓

が分布する可能性が高い。

以上、各群毎に概要を述べたが、これまでに調査されているのは、全古墳の 1割程度にすぎず、古墳

群の全体像は未だ不透明である。現状では、前方後円墳の墳丘測量図をもとにした墳形研究が最も有効

であり、積極的な築造過程の復元も試みられている(20)

西都原古墳群では、前期段階にさほど規模に差のない複数の首長墓系譜が存在し、中期段階において

畿内勢力との深いつながりが考えられる女狭穂琢・男狭穂塚が登場する。この段階で、西都原勢力は日

向地方の広域的首長の座を確立したと考えられるが、その後、明確な首長墓が存在しない空白期を経て、

姫塚・船塚の 2基の前方後円墳が築造された後、鬼の窟、酒元の上横穴墓群の築造へと続く築造過程が

想定される。この築造過程は、限られた情報から想定したものであり、今後も過去の調査成果と近年の

調査成果を踏まえた検討を進めていく必要がある。

第 2表 西都原古墳群における各小群の古墳構成

小群名

一局 塚 古 墳
横穴墓

地下式

横穴墓
備 考

総 数
方
墳円

前
後 円 墳 方 墳

A 88 6 82 円墳は番号無し1を含む

B ９

留 6 6 7

C 23 4 19 4

D 51 0 52

E 5
９

守

つ
々 1

F 17 つ
υ 14 円墳は消滅 1(寺原古墳)を含む

G ９

留 1 187号 と190号は前方後円墳 1と した

H 6 0 6 2基は上宮古墳と呼ばれているもので、未指定

17 ９

留 15 4 円墳は消滅 2を含む

」 17 4 13

K 4 1 3

L 26 0 26 23 地下式横穴墓は堂ヶ島第2遺跡21と それ以前の崩壊2を含む

M 10 1 9 15 1 円墳は消滅 1、 番号無し1を含む

N 35 1 34 円墳は消滅 1を含む

合 計 323 31 292 1 15 39
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第 Ⅲ章 大正年間の調査

第 1節 大正年間の西都原古墳群調査

1911年 (明治45年 )、 貴族院では「史蹟及天然記念物保存に関する建議」が可決され、同建議の趣

旨を体した訓令が各県知事に発せられたり、史蹟名勝天然記念物保存協会が誕生するなど全国的に史蹟

保存の機運が高まりをみせていた (21)。 このような折、宮崎県知事に着任した有吉忠―は、地元有識者

による古墳顕彰についての熱心な献言もあり、西都原古墳群の発掘調査を計画した(22)。 この発掘調査

には、東京帝国大学、京都帝国大学、宮内省、東京帝室博物館などのそうそうたる学者が招聘され、

1912年 (大正元年)か ら1917年 (大正 6年)ま での 6年間に都合 6回行われている。古墳の発掘調査

自体難しかった当時としては異例の大調査であり(23)、 墳丘形態や埋葬施設の構造、埴輪配列、副葬品

など古墳に関する多くの新知見が得られ、日本考古学史上記念すべき調査となった。この調査では、延

べ30基の古墳 (第 3表)が調査され、その結果は3冊の報告書 (24)に まとめられている。

第 2節  171号 (旧 H2号)墳の調査

171号墳の調査は、6次におよぶ調査の中でも、最初の第 1次調査において行われた。第1次調査の

期間は正確には不明だが、大正元年12月 25日 から大正 2年 1月 6日 までの内、最大でも11日 間と短い

ことから、精度的にはかなり荒い調査がおこなわれたと考えられる。調査を指揮したのは、京都帝国大

学助手の濱田耕作と東京帝国大学助手の柴田常恵である。

資料 1～ 5は、大正4年 に刊行された『宮崎縣兒湯郡西都原古墳調査報告』にみられる171号墳に関

する全ての記述である。以下、各資料について、その内容を紹介する。

資料 1は、大正元年12月 27日 の調査日誌で、記述の要点は以下のとおりである。

①「一昨日ヨリ引績キ発掘ス」との記述から、調査着手は12月 25日 であったとみられる。

②墳丘規模は、高さ15尺 (約4.5m)、 基底部の一辺13間 (約23.6m)の方墳である。

③墳頂平坦面の中央部では、地表下 1尺 (約 30cm)で家形埴輪片及びその基底部、鎧形埴輪片

が出土。

④墳頂平坦面の片部附近では、一辺30尺 (約 9m)の正方形状に並ぶ円筒埴輪列がみられ、北

側の埴輪列中央には、1本だけ大型の円筒埴輪がある。

⑤基底部 (1段目のテラス)の一部でも円筒埴輪列の存在が確認されたことから、本墳には二重

の円筒埴輪列が廻っている。

資料 2は、大正元年12月 30日 の調査日誌で、記述の要点は以下のとおりである。

①墳頂平坦面片部の円筒埴輪列は、 1辺当たり約18本ある。北面と西面にほぼ完全な並列状態

がみられるが、南面と東面は失われているものが多く、共に3個 を残すのみである。

②基底部 (1段 目のテラス)で は、南面と西面にほぼ完全な並列状態がみられ、北面は半数が残

―
丘
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「

存するのみで、東面は削平をうけており全く残っていない。 1面当たり約40本ある。

③墳頂平坦面中央部から検出された屋根形埴輪の下を8尺 (約 2.4m)掘 り下げたが、僅かに 1

個の素焼き土器の破片が出上したのみで、以前に発掘された可能性が疑われる。

資料 3は、大正 2年 1月 2日 の調査日誌である。ここでは、墳頂平坦面中央部の調査を継続して旧地

表面にまで達したが、遺物等は検出されず、東側で既掘の痕跡を確認したとしている。

資料 4は、大正 2年 1月 9日 におこなわれた復旧工事の際に埋設した石碑に刻まれた碑文である。調

査結果として、墳丘の下半部が葺石で覆われていたこと、上下に2列の円筒埴輪列があり、墳頂平坦面

中央部には器財埴輪群が存在したこと、主体部は既掘されており遺物はみられなかったことが記されて

いる。

資料5は調査内容の総括的報告である。古墳名が「三百十琥」となっているが、報告内容からみて

171号墳に関する報告とみられ、誤記の可能性が高い。報告では、「一、古墳ノ位置外形」、「二、方

形二続ラセル埴輪回筒」、「三、頂上ノ埴輪植物」の3項 目にまとめて記述されている。

「一、古墳ノ位置外形」の記述概要は、以下のとおりである。

①本古墳は男狭穂塚後円部の西北外塚近くに位置する。

②南北13間 (約 23.6m)、 東西11間 (約20m)のほぼ正方形に近い古墳で、段築を有する。

③基底部 (裾部)は耕作により削平されており、特に西南は原形より1間 (約 5 5cm)の 削平を

受けていると推測される。

④円筒埴輪の配列状況から当初より方墳に築かれたことは明らかである。

「二、方形二続ラセル埴輪園筒」の記述では、墳頂部及び基底部附近を正方形状に廻る二重の埴輸列

について、各辺の埴輪列の長さと埴輪個数を示し (第 4表)、 以下のような点にふれている。

第 4表 大正調査における墳頂部及び基底部附近の各辺の埴輪列長、埴輪個数

墳頂部                     基底部附近

埴輪列の長さ 現存埴輪数

東南 28尺 8寸 (約 8.7m) 17イ固

西 北 28尺 8寸 (約 8.7m) 4個

】ヒラ臣 30尺 3寸 (約 9.2m) 11個

東西 30尺 7寸 (約 9,3m) 17個

⑤墳頂部の埴輪列では、各円筒埴輪の距離が平均一尺二、三寸 (約 36～ 3 9cm)で、一列当た

り二十二、三個が並んでいたと推察される。

十
二

埴輪列の長さ 現存埴輪数

東南 69尺 5寸 (約 21.Om) 46イ固

西北

言ヒ夢臣 63尺 8寸 (約 19.3m) 25イ回

南西 65尺 2寸 (約 19.8m) 27イ固
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⑥西北以外の2面の状況から、各列の中央部には通常よりも大型の円筒埴輪が樹立されていたと

考えられる。また、この大型円筒埴輪は、基底部が小形品よりも地中深くに埋設されている。

⑦同一面に並列する墳頂部、基底部附近の埴輪列間の距離が、女狭穂塚に面した東南側で最も大

きいことから、東南側を正面とし、西北側を背面としていたのではないか。

③基底部附近の埴輪列の内、東南、北東の2面が良く保存されており、各列の中央に前者が1本、

後者が2本の大型円筒埴輪の樹立がみられた。

③基底部附近の西北側では三層に重ねた円石がみられ、その大きさは3,4寸 (約 9～ 1 2cm)

～8。 9寸 (約 24～ 27cm)の ものがあるが、 5・ 6寸 (約 15～ 18cm)の ものが多数を占める。

これは、古墳の表面を葺いていたものである。

⑩円筒埴輪の全体形状は不明だが、漏斗形を為し、基底から5・ 6寸 (約 15～ 1 8cm)上部に

籠を廻らすものがある。

①円筒埴輪の基底部径は、小型のもので 6。 7寸 (約 18～ 2 1cm)、 大型のもので 9寸から1

尺 (約 27～ 30cm)に達する。

② 2。 3個の残りの良い円筒埴輸側面にみられる円孔は、その方向が必ずしも一定ではない。

「三、頂上ノ埴輪植物」の記述では、墳頂平坦面中央部から出土した器財埴輪について、以下のよう

な記述がみられる。

⑬中心からやや西南に偏った地点に器財埴輪の破片が多数散乱していた。

⑭その中には家形埴輪の基底部があり、その北東部約 3尺 (約 9 0cm)の 間に彩しい破片の出

土がみ られた。

⑮家形埴輪の基底部は長さ 1尺 8寸 (約 5 5cm)、 幅 1尺 3寸 (約 3 9cm)を 測る長方形で、長

軸方向が東南・西北の円筒埴輪列に並行する。

④家形埴輪基底部の各辺中央から墳頂部円筒埴輪列までの距離は、東南15尺 5寸 (約 4,7m)、

西北12尺 7寸 (約 3.8m)、 北東 9尺 3寸 (約 2.8m)、 東西17尺 (約 5。 lm)を測る。

⑦家形埴輪には、応41H天皇陵陪塚頂上で発見されたもののように、幾何学的文様や赤色に彩られ

た痕跡が認められるが、破損状態が甚だしい為、全形の復元は難しい。

①家形埴輪の南方では三角形の線刻と朱色の彩色が施された鎧形埴輪が出土した。

以上、大正年間の調査報告内容を紹介したが、古墳の番号や方位の記述に誤りと考えられる点はある

ものの、遺構や遺物に関する重要な指摘が多数みられる。これらの指摘については、次章以降の関連す

る部分で取り上げ、検証することとしたい。

なお、この大正年間の調査で出土した遺物は、宮崎県史編纂事業に伴う資料整理がなされ、平成 5年

に報告されている(25)。 また、この資料については、京都大学の御協力により、今回の調査で出土した

資料と共に整理作業を進めている。その成果は第 2分冊において報告する予定である。
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第 百 拾 試 琥 琢

調 査 者 ・　 濱 一田 耕 作

全 柴 田 常 恵

女 嫉 穂 塚 ノ 西 方 ニ ア ル 方 墳 ナ リ 高 十 五 尺 敷 巾 東 北 拾 三 間 西 南 仝 シ ク 拾 参 間 ァ リ 一 昨 日 ヨ リ 引 績 キ 菱 堀 ス 頂 上

ヨ リ 地 下 一 尺 ニ ン テ 埴 輪 ノ 家 形 様 ノ モ ノ ノ 破 片 績 生 ス 其 基 礎 フ シ キ 長 方 形 ノ 部 分 フ モ 稜 見 ス 又 其 附 近 二 鎧 ノ

破 片 二 似 タ ル 埴 輪 稜 堀 又 塚 ノ 平 面 部 卜 傾 斜 面 ノ 界 ユ 長 サ 約 三 十 尺 フ 一 邊 ト シ タ ル 正 方 形 二 埴 輪 回 筒 ノ 並 列 セ

ル フ 堀 り 出 ス 其 敷 約 十 五 本 ア リ 北 方 ノ 申 央 二 大 ナ ル モ ノ 一 本 ア リ 又 墳 ノ 其 底 部 二 同 ン ク 同 筒 フ 績 ラ セ ル カ 如

シ 其 一 部 分 稜 見 ス 蓋 シ 回 筒 ハ 塚 ラ ニ 重 二 正 方 形 工 続 レ ル ナ リ 所 謂 方 墳 エ ン テ 顔 ル 珍 ト ス ベ シ 日 洩 二 至 り 作 業

フ 中 止 ス

資 料 １

資 料 ２

資 料 ３

第 百 十 二 琥 琢

調 　 者 　 前 日 三 同 シ

前 日 ノ 作 業 繕 績 上 段 及 基 底 部 ノ 回 筒 フ 稜 掘 シ 其 配 列 ノ 状 態 フ 観 各 回 筒 ノ 距 離 及 芸 敷 等 フ 濡 査 ン タ リ 上 段 ハ 一

方 約 十 八 本 其 中 南 面 及 東 面 二 於 テ ハ 破 壊 亡 失 シ タ ル モ ノ 多 ク 僅 二 雨 三 個 フ 存 ス ル ノ ミ 他 ノ ニ 面 工 於 テ ハ 殆 ン

ト 完 全 羅 列 セ リ 基 底 部 二 於 テ ハ 南 面 西 面 二 殆 卜 完 全 ナ ル 配 列 フ 認 メ タ レ ト モ 北 面 ハ 殆 卜 其 半 数 フ 残 セ ル ノ ミ

東 面 ハ 　 一 一 曾 テ 獲 堀 除 去 セ ラ レ テ 全 ク 之 フ 見 ル コ ト フ 得 ス 其 敷 ハ 一 面 二 お テ 約 四 十 個 ア リ 午 後 ヨ リ 更 二 頂 上

部 ノ 稜 堀 フ 進 メ 屋 根 形 壇 輪 ノ 下 方 ワ 深 夕 堀 下 ル コ ト 八 尺 其 間 僅 二 一 個 ノ 素 燒 土 器 ノ 破 片 フ 見 出 セ ル ノ ミ 尚 深

ク 据 下 ク ル ｉ 非 ス バ 不 明 ナ レ 　 　 二 一 旦 稜 堀 セ シ エ 非 サ ル カ フ 疑 フ

第 百 十 二 琥 塚

調 ・ 者 　 柴 田 常 恵

前 日 茶 績 行 ノ 中 心 部 密 堀 フ 進 メ 地 平 面 二 及 ビ シ ガ 何 等 ノ 遺 物 ヲ 養 見 セ ス 其 東 側 工 於 テ 害 テ 稜 堀 セ シ ト 覺 シ キ

擦 隙 ノ 存 在 フ 認 メ シ エ 一過 ギ ズ
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資 料 ５

第 二 百 十 琥 塚
一 、 古 墳 ノ 位 置 外 形

本 古 墳 ハ 「 オ サ ヲ 」 塚 古 墳 ノ 後 国 部 ノ 西 北 外 塚 二 近 ク 位 シ 北 方 二 丘 陵 漸 ク 起 り 西 南 部 ハ 平 地 二 連 ル 南 北 約 十 三

間 東 西 約 十 一 間 餘 略 ボ 正 方 形 二 近 キ 古 墳 ニ シ テ 不 明 亮 ナ カ ラ ニ 段 フ ナ セ ル モ ノ 、 如 ク 表 面 芝 草 ヲ 以 テ 被 ハ レ

二 三 ノ 樹 木 ノ 生 ゼ ル フ 見 ル 其 ノ 基 底 ハ 年 フ 経 テ 漸 ク 黎 鋤 セ ラ レ 北 西 雨 面 殊 二 西 南 ハ 原 形 ヨ リ 約 一 間 ヲ 削 り 取

ラ レ タ コ ト ハ 其 傾 斜 面 ノ 現 状 及 埴 輪 ノ 位 置 ヨ リ シ テ 之 フ 推 測 ス ル ニ 難 カ ラ ズ 。

方 茎 状 ノ 古 墳 ハ 支 那 秦 漢 時 代 ノ 陵 墓 二 之 ヲ 見 ル 可 ク 本 邦 二 終 テ モ 時 二 方 形 二 近 キ 古 墳 ヲ 認 メ ザ ル ニ ア ラ ズ 然

レ ド モ 田 回 ノ 間 二 介 在 セ ル モ ノ ハ 多 ク 黎 鋤 ノ 厄 フ 家 り 現 状 ヲ 失 ヒ 果 シ テ 其 ノ 営 初 ヨ リ 方 墳 二 築 カ レ シ モ ノ ナ

リ ヤ 脂 国 形 ヨ リ 愛 ジ テ 方 形 ノ 観 ヲ 呈 ス ル ニ 至 リ シ モ ノ ナ ル カ ヲ 確 メ 難 キ コ ト 妙 カ ラ ズ 然 ル ニ 本 古 墳 二 至 リ テ

ハ 後 二 説 ク ガ 如 ク 本 ノ 表 面 二 続 ラ シ タ ル ニ 重 ノ 埴 輪 回 筒 ノ 全 ク 方 形 ヲ 成 セ ル 離 ヨ リ シ テ 疑 モ ナ ク 首 初 ヨ リ 方

蔓 状 ノ 古 墳 ナ リ シ コ ト フ 明 ニ ス ル フ 得 我 國 二 存 在 セ ル 方 形 古 墳 ノ 研 究 上 寄 典 ス ル ト コ ロ 大 ナ リ ト イ フ ペ シ

ニ 、 方 形 二 続 ラ セ ル 埴 輪 回 筒

本 古 墳 ハ 頂 上 及 基 底 二 近 キ 庇 ヲ 埴 輪 国 筒 フ 以 テ ニ 重 二 園 続 シ 其 形 共 二 正 方 形 二 近 シ 頂 部 ヲ 周 ラ セ ル 園 筒 線 ハ

東 南 側 　 　 一 一 十 八 尺 八 寸 　 　 現 存 国 筒 十 七 個

西 北 側 　 　 一 一 十 八 尺 八 寸 　 　 現 存 園 筒 四 個

北 東 側 　 一 二 十 尺 三 寸 　 現 存 国 筒 十 一 個

東 西 側 　 一 二 十 尺 七 寸 　 現 存 固 筒 十 七 個

ア リ 各 国 筒 ノ 距 離 平 均 一 尺 二 三 寸 ニ シ テ 営 初 ハ 一 側 二 十 二 三 個 フ 連 ネ シ コ ト フ 推 測 ス 可 ク 各 側 ノ 約 中 央 部 ニ

ハ 他 ヨ リ 較 々 大 ナ ル 国 筒 ヲ 一 筒 宛 樹 立 セ シ メ タ ル コ ト 西 北 側 以 外 ノ ニ 面 二 於 ケ ル 賞 際 二 於 テ 之 ヲ 認 ム 可 ク 此

大 形 国 筒 ハ 小 形 回 筒 ヨ リ 深 ク 地 中 二 埋 没 ン テ 其 ノ 地 表 二 現 ハ レ タ ル 部 分 二 終 テ ハ 他 卜 格 別 ノ 外 観 ヲ 示 セ シ モ

ノ ニ 非 ザ ル ヲ 推 察 セ シ ム 。

基 底 二 近 く 続 ラ シ タ ル 埴 輪 回 筒 線 ハ 其 頂 部 （ 内 部 ） 園 筒 線 フ 距 ル コ ト （ 約 中 心 ニ テ 測 定 ス ）

東 南 側 　 　 一 一 十 四 尺 九 寸

西 北 側 　 一 一 　 十 　 尺

北 東 側 　 一 一 十 三 一 尺

東 西 側 　 一 一 十 二 尺 四 寸

ア リ 即 チ 西 北 側 二 於 イ テ 雨 者 相 接 シ 東 南 側 二 羹 イ テ 相 距 ル コ ト 大 ナ ル ヲ 見 ル ベ ク 此 離 ヨ リ 見 レ バ 本 古 墳 ハ 或

東 南 側 （ 主 陵 二 面 シ タ ル ） ヲ 正 面 ト シ 西 北 側 ヲ 背 ニ シ タ ル モ ノ ニ 非 ザ ル カ フ 思 ハ シ ム （ 第 一 国 ）

― 蟷 ―
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此 ノ 外 部 園 筒 線 ノ 東 南 側 ハ 切 り 取 ラ レ テ 不 完 全 ナ ル 痕 跡 ヲ 留 ム ル モ ノ ナ レ ト 東 南 北 東 ノ ニ 面 ハ 頗 ル ヨ ク 保 存

セ ラ レ テ 前 者 ハ 長 六 十 九 尺 五 寸 現 在 回 筒 四 十 六 個 二 及 ヒ 約 中 央 二 一 個 ノ 大 国 筒 フ 埋 ム 後 者 ハ 全 長 六 十 三 尺 人

寸 現 存 園 筒 約 二 十 五 個 中 央 部 ニ ハ ニ 個 ノ 大 国 筒 ア リ 南 西 側 ハ 全 長 六 十 五 尺 二 寸 ニ ン テ 頂 上 部 ノ 埴 輪 ノ 南 邊 ヨ

リ 二 十 三 尺 フ 距 テ 一 尺 三 四 寸 ノ 距 離 二 十 七 個 ノ 埴 輪 ヲ 有 ス レ ト 尚 十 二 個 ノ 崩 壊 ノ 為 メ 其 存 在 ヲ 知 ル 能 ハ サ ル

ニ 至 リ シ ト 思 ハ ル 　 個 所 ア リ 。

西 北 側 ハ 下 方 ノ 畑 地 ノ 為 二 著 シ ク 切 取 ラ レ 埴 輪 配 列 ノ 状 態 フ 見 ル ニ 由 ナ カ リ シ カ 封 土 ヲ 取 り 去 リ テ 其 土 質 ヲ

検 ス ル ニ 基 底 ハ 黒 色 土 ニ シ テ 付 近 ノ 平 地 二 於 ケ ル 土 質 卜 異 ナ ル コ ト ナ ク 其 上 層 ハ 厚 サ 一 尺 ノ 黄 色 土 ヲ 置 キ 更

二 其 上 方 二 約 一 尺 ノ 黒 色 土 ヲ 置 ケ ル ア リ 黒 色 土 ノ 上 方 ニ ハ 回 石 ヲ 三 層 二 重 ネ テ 約 一 尺 ノ 厚 サ ヲ 為 セ ル ガ 国 石

ハ 径 三 四 寸 ヨ リ 八 九 寸 二 達 ス ル モ ノ ア レ ド 五 六 寸 ノ モ ノ ヲ 多 シ ト ス 回 石 ノ 上 方 ハ ヤ ガ テ 表 面 ノ 覆 土 ニ シ テ 草

根 ヲ 交 ユ ル 土 壊 ナ ル ガ 其 ノ 厚 サ 約 五 六 寸 ヲ 有 ス 思 フ エ 少 ク ト モ 此 部 分 二 於 テ ハ 回 石 ヲ 以 テ 塚 ノ 表 面 ヲ 葺 キ シ

モ ノ ナ ル ガ 表 面 ノ 覆 土 ハ 多 年 ノ 間 二 自 ラ 堆 積 ス ル ニ 至 リ シ モ ノ ナ ル ベ シ 。

此 等 凌 見 ノ 埴 輪 ハ 綴 二 其 下 底 部 ヲ 存 ズ ル ニ 止 マ リ 上 部 ノ 大 半 ハ 散 逸 シ テ 其 全 形 ヲ 知 ル 能 ハ ザ レ ド モ 漏 斗 形 ヲ

為 ス モ ノ 、 如 ク 底 面 ヨ リ 五 六 寸 ノ 上 部 二 籠 ヲ 廻 ラ ス ア リ 底 面 二 於 ケ ル 其 直 底 ハ 小 形 ノ モ ノ エ テ 六 七 寸 許 大 形

ノ モ ノ ニ テ 九 寸 ヨ リ 一 尺 二 達 ス 埴 輪 ノ 側 面 二 附 ス ル 所 ノ 貫 通 ス ル 国 孔 ハ 二 三 ノ 漸 ク 之 ヲ 残 存 ス ル モ ノ ニ 就 テ

見 ル ノ ミ 其 方 向 必 ラ ズ シ モ 一 定 セ ズ 外 側 二 向 ヘ ル モ ノ ト 左 右 ノ 雨 側 二 在 ル 他 ノ 埴 輪 二 封 ス ル ト ア リ キ 。

三 、 頂 上 ノ 埴 輪 植 物

頂 都 国 筒 線 ノ 内 部 ハ 略 ボ 平 坦 ニ シ テ 其 ノ 中 心 離 ヨ リ 少 シ ク 西 南 二 偏 シ タ ル 所 二 埴 輪 樹 物 ノ 破 片 多 数 二 散 乱 シ

家 屋 形 ト モ 名 ク 可 キ 樹 物 ノ 基 礎 部 ナ ホ 明 二 地 中 二 埋 没 セ ル コ ト ワ 礎 見 セ リ 其 ノ 破 片 ハ 彩 シ ク 其 附 近 殊 二 北 東

部 約 三 尺 ノ 間 二 散 乱 ス 此 ノ 基 礎 部 ハ 長 一 尺 入 寸 幅 一 尺 三 寸 ノ 長 方 形 ニ ン テ 東 南 西 北 ノ 回 筒 線 卜 其 ノ 長 邊 フ 並

行 セ リ 今 マ 其 ノ 位 置 フ 明 ニ セ ン ガ 為 此 家 屋 形 埴 輪 ノ 各 邊 中 央 ヨ リ 頂 部 国 筒 線 ト ノ 距 離 フ 左 二 掲 ゲ 。

東 　 南 　 　 十 五 尺 五 寸

西 　 北 　 　 十 二 尺 七 寸

北 　 東 　 九 尺 三 寸

東 　 西 　 　 十 　 七 　 尺

此 ノ 埴 輪 ニ ハ 各 種 幾 何 學 的 紋 様 ヲ 刻 豊 シ タ ル コ ト 例 ヘ バ カ ノ 應 神 天 皇 陵 陪 塚 ノ 頂 上 ヨ リ 礎 見 シ タ ル 家 屋 形 埴

輪 ノ 破 片 ノ 夫 レ ノ 如 ク 又 夕 赤 色 二 彩 ド レ ル 痕 跡 ヲ 認 ム 可 シ 只 ダ 其 破 残 甚 ダ シ ク シ テ 容 易 二 全 形 フ 復 元 ス ル コ

ト 能 ハ ザ ル フ 遺 憾 ト ス （ 第 二 国 ）

家 屋 形 埴 輪 ノ 南 方 二 近 ク 鎧 形 埴 輪 フ 唆 見 ス 其 形 状 古 墳 稜 見 ノ 「 カ ハ ラ 」 Ｚ 下 堂 三 角 形 ノ 刻 線 朱 色 ノ 彩 色 筆 ヲ 施

セ ル ヲ 見 ル

― 謡 ―

r一



第 費 団
第 二 百 十 琥 音 墳 埴 輪 配 列 団

第 二 百 十 銑 奮 墳 頂 部 埴 輸 位 置 周

― 遥 ―

併

↑ も ぶ 子 ― 一 申
哄

え

メ η ． 』 ヽ 　 　 ‐ ― ‐ ‐ ‐ Ｉ Ｉ ↓

固
式

第

ユ
。 盈 繊
疹 災

筋

輻 髪 睫

夕 τ

拡 毯 綸 効

密 券

日 埴 輪 固 衛 線

■ 　 家 屋 形 埴 輪

第
12
図
 
資
料

5に
伴
う
挿
園
①

第
13
図
 
資
料

5に
伴
う
挿
図
②



第 Ⅳ章 墳丘と周溝

第 1節 墳 丘 の 形 状

今回の調査では、北東側を除いてほぼ全面的な墳丘の検出を行った (第 14図 )。 この結果、大正の

調査成果に同じく、墳丘斜面が葺石に覆われた2段築成の方墳であることを確認した。

第15。 16図 は墳丘の主軸断面図である。墳丘は草根がびっしりと混入した現表土 (1層 )に覆われ、

その直下に黒褐色土 (2層 )の堆積がみられた。この2層 は、部分的に葺石の直上に堆積しており、墳

頂平坦面中央部及び片部付近や 1段ロテラス片部付近にみられる大正時代の調査坑によって切られるこ

とから、大正当時の旧表土層にあたると考えられる。

墳丘 2段日の形状

墳頂平坦面から2段目斜面の上位では、この2層直下にアカホヤ火山灰等の地山ブロックを混合した

墳丘封上がみられた。この墳丘封土は墳頂平坦面中央部から片部へ向かってわずかに傾斜しているが、

比較的築造時の形状に近い状況と考えられる。しかし、 2段目墳丘斜面上位は、斜面下位の葺石がのこ

る部分が各面ともほぼ30° の角度で立ち上がっているのに対して傾斜が緩やかであり、葺石の崩落と墳

丘封土が流失していると考えられる。なお、墳頂平坦面と2段目斜面との境界付近は前述のとおり大正

時代の調査坑で攪乱されているため、その境界については明らかではない。 2段 目斜面の下端には南西

側を除いてほぼ完全な根石列が確認された。この根石列は 1辺 19m前後の方形状に復元可能で、 1段

ロテラスとの境界となっている。この根石列から墳頂の墳丘封土面までの比高差は約2.8mである。

墳丘 1段 目の形状

1段ロテラスは、片部付近が大正時代の調査坑で攪乱を受けていることや 1段目斜面の遺存状態が悪

いことから、各主軸断面をみてもその幅は不明瞭である。墳丘の南東側では 1段目下位から本来存在し

たとみられる周溝にいたるまで削平を受けており、その墳端位置は不明である。墳丘の北東側 1段目は、

2段 目根石列の約 3m外側から地山が約30° の角度で2mほ ど外側へ廷び、そこから傾斜角40° 前後の

崖状地形を呈している。その崖下から3m外側では女狭穂塚の周溝が確認された。この周溝と1段目斜

面の傾斜が変換する地点までの間は削平を受けている可能性が高く、墳端の位置は不明である。墳丘の

北東側では、 1段ロテラスにみられる大正調査坑の外側で地山が下方へ強く傾斜し、葺石はみられなかっ

たものの、この面が 1段目斜面とみられる。更に外側の状況については未調査のため不明である。墳丘

の南西側では2段目根石列付近から1段目墳丘が大きく削平されていたが、その外側で周溝が確認され

た。その周溝の墳丘側斜面には根石列を伴う葺石がみられ、ここが南西側の 1段 目墳端と考えられる。

以上のように、墳丘各部の位置は2段 目墳端を除いて不明瞭な状態といわざるをえない。墳丘各部の

規模や形状、築造規格等については後章において検討する。
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※調査区内の等高線は20cm間隔
//  タト   //   25cm //

0                   10m

65

第14図 墳丘及び周溝検出状況 (1/200)
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1黒掲色土…草根が多数みられ、アカホヤの小さな粒子を若干含む

2黒褐色土…草根が少量みられ、アカホヤの小さな粒子を若千含む

3黒色土……非常にキメ細い

4に ぶい黄褐色土…しまりがなく、やや砂質

5にぶい黄褐色土… しまりがなく、やや砂質でアカホヤブロックを多 く含む

o                                       5m
…

…
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第15図 墳丘断面図① (上段 :O― SE,下段 :O― SW)(1/50)
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第17図 葺石検出状況 (1/100)
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第 2節 葺 石

葺石は墳丘 1段目の南東・南西斜面の一部、墳丘 2段目の全ての斜面で検出された。第13図では南東・

北東・北西の 1段 ロテラスから検出された礫が図化されているが、テラス部分は大正時代の調査時に大

きく掘削されており、この礫は2段 目斜面からの転落もしくは復旧工事の際に混入したものと考えられ

る。第17図 は、第14図 においてほぼ原位置を留めていると思われる礫のみ図化したものである。

葺石に使用されている礫には、最大長が1 0cmに満たないものから50cmを超える比較的扁平な円礫が

使用されている。礫の大半は砂岩であり、その供給地は西都原台地の東約 2 kmを 南北に流れる一ツ瀬川

の河原と考えられる。

墳丘 2段 目斜面の状況

葺石の大部分には10～ 20cm大 の礫が使用され、墳丘面に対して礫の長軸を縦に差し込むように葺か

れていた。ただし、長軸を横にして葺かれていたり、50cmを超える礫が使用されている部分もある。

また、斜面上位及び各コーナーの稜線付近では、葺石の遺存状態が悪かった。

2段目斜面部下端には、長軸40cm前 後の通常よりも大きな礫を横置きに並べた根石列がみられた。

この根石列は南西面では中央部付近に数個みられるのみだが、他の3面ではほぼ完全に遺存しており、

前述したように、本来は 1辺 19m前後の方形に廻つていたと考えられる。また、根石が 2列 になる部

分もみられる。

2段 目斜面部の葺石には、礫を縦方向に並べた区画石列がみられた。各面において確認された石列数

は、南東 13、 北東17、 北西19、 南西15本である。この区画石列には根石と同様の大きな礫で構成され

るものや通常の葺石大の礫で構成されるものがあり、特に規則性はない。石列の間隔は、狭いところで

50cm、 広いところで 2m前後を測り、間隔も一定していない。また、区画石列の大半は根石列から墳

頂へ向かって一直線に並んでいるが、斜面の途中で途切れるものや斜面の途中から墳頂へ続くものもみ

られる。このほか、崩落している南コーナーを除く各コーナーの稜線上にも区画石列がみられる。

墳丘 1段 目斜面の状況

南東面では、 2段 目斜面のように整然と積まれた状況ではなかったが、斜面下半部に葺石と考えられ

る礫が検出された。この面では墳端が削平を受けているとみられ、根石列は確認できなかった。また、

第14図では、東コーナー稜線付近からも礫が検出されているが、2段目の状況から明らかなように、コー

ナー稜線付近は葺石が遺存しにくいと考えられる点や出土状態からみて、墳丘上位より崩落した礫であ

る可能性が高い。

南西面では、 2段 目根石列付近からほぼ垂直に落ちる崖状の地形となっており、 1段目墳丘の大部分

が失われた状態であつた。しかし、その現況墳端から2mほ ど外側に周溝が検出され、周溝の墳丘側斜

面では南西主軸から西コーナー付近にかけて葺石がみられた。部分的にしか残つていなかったため、礫

の葺き方について詳細な観察はできなかったが、周溝の下端付近には根石列がみられ、縦の区画石列と

みられる部分も確認された。

葺石の遺存状態が 1段 目と2段 目で大きく異なっていたことは、墳丘封土が 2段 目は盛土で整形され

―

‐

Ｉ
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ているのに対して 1段目は地山削り出しであったため、礫が安定しなかったことが原因と考えられる。

大正年間の調査報告においては、Ⅲ章であげた資料 5の⑨の部分で葺石に触れているが、礫の大きさ

は同様であるものの、「三層に重ねた」とされる部分は明らかでない。

第 4節 周 溝

大正年間の調査では確認されていなかったが、今回の調査により墳丘の南西側から南コーナー付近に

かけて検出された。第14図下段の墳丘南西主軸断面図をみると、 2段 目斜面部端から周溝までの間が

大きく削平され、 1段 ロテラスと1段 目斜面部が失われていることがわかる。この墳丘 1段目が失われ

た部分は幅約 2mほ どの平坦な地形となっており、そのタト側に上端幅4.5m前後、下端幅2m前後、深

さ40cmほ どの浅い溝が確認された。この溝は東コーナーヘ向かって延びていたが、残念ながら調査で

きなかった。

この溝は南コーナー付近にも続くことが確認されたが、墳丘南東側では既に削平され、確認できなかっ

た。しかし、この南コーナーの検出状況から、南東側に同様の溝が廻つていたとすると、上端幅5.5m、

下端幅4m前後に復元され、南西側よりも幅の広い周溝となる。

墳丘北東狽1は、 2段 目根石列から2mほ ど外側で崖となり、隣接する女狭穂塚の中堤との間は大きな

溝状の地形となっていた。このため、北東側の主軸 トレンチを女狭穂塚中堤付近まで延長したところ、

上端幅8.5m、 下端幅6m、 深さ60cmほ どの溝が検出された。この溝については後述するが、女狭穂塚

の中堤に沿って設定した9本のトレンチでも確認されたことから、女狭穂塚の二重目の周溝と考えられ

る。現況の地形及び北東面主軸断面の状況から、この面も南西面と同様に墳端が大きく削平されている

とみられ、旧地形を復元した場合、この溝の171号墳側斜面は 1段目墳丘斜面の一部と想定される。た

だし、この溝の171号墳側では葺石は確認できなかった。

以上、今回の調査で確認された171号墳の周滞の状況を述べたが、北西側では調査がなされていない

等、未だ不確定な部分は多い。しかし、上述した状況から考えると、171号墳は北西・南西・南東側を

コの字状に廻る周溝を有し、北東側において女狭穂塚と周溝を共有していた可能性が高い。また、この

女狭穂塚周溝と171号墳南西側周溝の基底部は1.3mほ どの比高差があることから、171号墳の周溝は、

北 。東コーナー付近で女狭穂塚周溝の斜面に接続されていたと考えられる。
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②大正時代発掘調査着手以前の171号墳 (東から?)
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予砕謗
｀ 子

①大正調査における墳丘南東面 1段 ロテラス?埴輪列検出状況 (南から?)

②大正調査における墳丘北東面 1段 ロテラス?埴輪列検出状況 (東から?)
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①大正調査における墳頂平坦面北コーナー付近?埴輪列検出状況 (北東から?)

■ 〒
五  ir

②大正調査における墳頂平坦面北西側埴輪列検出状況 (西から?)
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ユ予:霊韻鶴鶏諷島

①大正調査における墳頂平坦面家形埴輪基底部?検出状況 (南から?)

②調査区 (平成11年度)遠景 (南西上空から)
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①171号墳墳丘検出状況 (上空から)

②墳丘周辺調査区遠景 (南上空から)
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①墳丘検出状況近影 (南から)

②墳丘検出状況近影 (北から)
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■委浪 ,i=i

と,IrttF

簿 轟

騨

①墳丘南西・南東面における葺石検出状況 (南から)

二:と Fギ甘

②墳丘南東面における葺石検出状況 (南から)
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図
版
８

①墳丘南東面における葺石検出状況 (東コーナー方向から)

②墳丘北東面における葺石検出状況 (東コーナー方向から)



図

版

①墳丘北西面における葺石検出状況 (北 コーナー方向から)

②墳丘南西側周溝検出状況 (平成11年度・南から)
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図
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１０

①墳丘南西側1段 目西半部葺石検出状況 (南西から) ②墳丘北東側主軸付近2段目葺石検出状況 (北から)

③墳丘南西側周溝検出状況 (西コーナー方向から) ④墳丘南西側周溝検出状況 (平成11年度・南コーナー方向から)

⑤墳丘南西側1段目西半部主軸付近葺石検出状況近影 (上から) ⑥墳丘南西側周溝検出状況 (南コーナー方向から)

⑦墳丘南西側1段目西半部主軸付近葺石検出状況近影 (南西から) ③墳丘南コーナー付近周溝検出状況 (西から)
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